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私たちは、「自分自身について考える」と

いうことをする。大学生にもなると、サー

クルでの人間関係、バイト先での仕事を通

じてのやりとり、旅行、恋愛、就職活動…

などなどいろいろな時、いろいろな場面、

いろいろな仕方で「自分自身について考え

る」ようになる。それで真剣に悩むときも

あれば、ただふと頭をよぎるだけというと

きもある。心理学は、こうした心の動きを

理論の対象としてきた。「自己」は、カウン

セリングや臨床心理から学習、実験、認知

までひろく心理学共通のテーマとなってい

る。さて、その自己の理論書が本書である。

著者は、副題に興味をひくフレーズを持

ってくる。たとえば、『現代大学生論―ユ

ニバーシティ･ブルーの風にゆれて―』

（ＮＨＫブックス）もその一つ。本書の副題
―他者の森をかけ抜けて自己になる―

は、想像力を広げることを助けつつ、簡潔

に本書の内容をまとめ上げることにも役立

っている。簡単に紹介すると、本書は大き

く二つのユニットからなっている。前半は、

赤ちゃんが自分と他人との関係をどう形成

していくかを心理学の知見を理論的に整理

しつつ展開している。自己に関する「発達」

の議論。これに引き続く後半は、著者が専

門フィールドのひとつにしている青年期を

吟味している。自己の「形成」の議論。

現在の青年期は、ものすごい勢いで変化

する社会とのかかわりぬきでは考えられな

い。そこで人は、“さまざまな”人間関係で、 京都大学大学院教育学研究科Ｍ１ 河井亨

多様な世界観･価値観、出来事のあいだを動

く。動きつつ、“さまざまな”私を形成する。

現代社会では、一貫して自立的な幹のよう

な私がこういった“さまざまな”私を統括

するというようなコントロールタワーの役

割を果たせない。複数の私がそれぞれ勝手

に自己形成しているのだ。こうなると、あ

る「私」から見たときにそれ以外の「私」

が邪魔になったり、無理難題を出して困ら

せたりする。同じ「私」なのに……。「いろ

いろな私がいるよね♪」ではすまないこと

が多い。この困った事態を説明していくの

が、後半の―そして、本書の―目玉と

なっている。

これ以上の紹介は難しい。というのも、

この本を読み抜いて、どんな「私」を形成

するか、そこでどんなめぐりあわせがある

か、どんなふうに森を歩くか、迷うか、そ

れはそのひとによって“さまざま”なのだ

から。
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